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2021年5月開催された第71回全国植樹祭しまね
20212）（以下：大会）は，新型コロナウイルス感染
拡大と日本の林業を取り巻く問題を考えさせられる
大会となった。本大会に向けて県内外の機運醸成を
はかるため，島根職業能力開発短期大学校（以下当
校）住居環境科の2年間にわたる取り組みを報告す
る。

2．概要

全国植樹祭とは，豊かな国土の基盤である森林・
緑に対する国民的理解を深めるため，公益社団法人
国土緑化推進機構と開催都道府県の共催によって，
昭和25年から毎年春季に開催される国土緑化運動の
中心的な行事であり，天皇陛下もご臨席される大会
である。
島根県では，2020年5月に第71回全国植樹祭しま

ねが開催される予定であった。大会に向けて2019
年，島根県農林水産部林業課から全国植樹祭しまね
の開催に向けて機運醸成をはかるため，開催までの
日数を示すカウントダウンボードと大会当日に参加
者を出迎え，記念写真を撮影する場としてウエルカ
ムボードの制作依頼の話を頂き，共同研究としてデ
ザインから制作までを住居環境科で取り組むことに
なった。
その後，2020年冬季から日本においても新型コロ

ナウイルス感染拡大によりオリンピックも含め多く
のイベントが中止や延期となり，本大会も1年延期
されることになった。それにより，この取り組みも
1年の延長を余儀なくされた。

1．はじめに

新型コロナウイルスが世界をせっかんし，われわ
れの生活も変化を余儀なくされ，およそ2年の月日
が流れようとしている。その変化は，オンラインに
よる在宅ワークの推進や巣ごもり需要，会食の制限
等多岐にわたる。一連の変化において，住宅需要に
も変化をもたらしている。
日本では，新型コロナウイルス拡大以前から住宅
着工数が伸びており，2020年8月にピークをむかえ
た。しかし，その後は下げ止まっている状況である。
（表1）この要因の一つがウッドショックである。
住宅需要の伸びは日本だけでなく，米国等におい
ても住宅の着工数が伸びている。そのため米国等で
木材の大量供給が始まった。それにより，日本に対
する木材の供給量が減り，日本における住宅着工数
が8月を境に急激に落ち込みだした。これがウッド
ショックである。これを期に注目されているのが日
本林業の復権である。

表1　新築戸建住宅売買業指数の推移1）

第71回全国植樹祭しまね2021実践報告

島根職業能力開発短期大学校　竹口　浩司
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4．カウントダウンボード

カウントダウンボードの制作にあたり，令和元年
度当時1年生であった学生に対して，授業の一環と
して取り組むことにした。理由としては，全国植樹
祭開催予定の2020年には2年生となり，大会に向け
継続的に取り組むことができるからであった。

4.1　デザインワーク
大会テーマである「木

でつなごう　人と森との　
縁（えにし）の輪」をコ
ンセプトに学生21名にお
のおのデザイン案を考え
させることにした。ま
た，カウントダウンボー
ドは，さまざまな駅や
ショッピングセンター，
イベント会場に持ってい
くため車に詰め込める大
きさに分解され，移動可
能である条件が出された。
各学生のアイデアを評価し，各デザイン案に対し

てブラッシュアップをはかり改善させた。最終的に
はデザイン案の模型を制作し，学生自身の投票によ
りデザイン案を決定した。（図3，4）
投票により上位だった作品の特徴が「輪」をモチー

フにしたもの，人の営みや森を模したもの，カウントダ
ウンとして砂時計をモチーフしたものがあった。砂時
計においては，大会が開催される島根県大田市に世
界最大の砂時計があることも考えられていた。それら
「輪」「人の営みと森」「砂時計」を融合させ，組み立
て式のカウントダウンボードのデザインが誕生した。
また，素材としては，島根県が地産材のヒノキと

スギの活用を目指し開発した3層クロスパネルを使
用している。この素材に関しては，平成26年から3
年間にわたり総合制作実習課題として，商品開発を
行っており，平成26年度の総合制作実習成果物表彰
では，優秀賞を受賞している。（図5）

3．林業との関係

当校の住居環境科では，毎秋1年生を対象として
林業体験を実施している。建築に携わる学生として
素材となる木材がどの様に育てられ，伐採されて建
材として使用されるのか，講義だけでなく現地を見
て知る必要があると考えている。技能や技術だけで
なく，地域や世界の状況，ものを作ることの世間と
のつながりを知ることは，SDGsの理念を理解する
ことにもなる。
SDGsの目標にひとつには，「陸の豊かさを守ろう」
がある。そして，「つくる責任　つかう責任」があるよ
うにものづくりに携わる学生にとって森を知ることは必
要不可欠である。更に，地域素材を知ることは，「エ
ネルギーをみんなにそしてクリーンに」や「住み続けら
れるまちづくりを」にも関係してくる。

数年前から島根県農林振興センターの協力により
島根県西部の山中で間伐体験や主伐現場の見学，そ
れから製材所や合板工場を巡り，1日をかけて木材
の伐採から建材になるまでを体験している。（図2）
当校の学生の中には，現在まで2名の学生がこの経
験を通じて林業を知り，就職している。また，この
活動は，地域に知られることになり，近年では，地
元の工業高校の建築科とも共同で実施している。
この活動により，林業を知る学校であり，各種競
技大会においても結果を残しているものづくりの技
術をかわれ，今回の共同研究に結びついている。

図1　SDGsの目標
図3　デザイン案

図2　林業体験の様子
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4.3　成果
2019年11月13日，島根県庁で大会200日前イベン

トとして除幕式が開催された。（図7）会場には島根
県副知事をはじめ，多くの関係者が見守る中盛大に
行われた。その様子はテレビや新聞等，複数のメ
ディアに取り上げられ，全国植樹祭や当校のPRに
貢献した。
除幕式後は，島根県庁以外に松江駅や出雲市駅等

の主要駅，ショッピングモールや各種イベント会場
にも展示された。
その後，新型コロナウイルス感染拡大に伴い大

会が延期となり，1年間使用が伸びることになった。
カウントダウンをディスプレーにしていたことで，
この事態に対して柔軟に対応することができた。

5．ウエルカムボード

ウエルカムボードは，大会当日県内外からの参
加者を会場に迎え入れ，記念写真の撮影場所となる
バックボードでもある。
制作条件として，県産材を使用すること，設置場

所の関係により幅4ｍ，高さ3ｍ以内の大きさであ
ること，大会数日前に現地での組み立てと設置を1
日で行うこと等があげられた。その他にも，会場ま
での運搬や，風や雨対策も講ずる必要があった。

5.1　デザインワーク
2020年冬季，カウントダウンボードを制作した学

生たちでアイデアを出し合った。コンセプトはカウ
ントダウンボードと同じく大会テーマとし，統一感
をはかることにした。デザインワークについては，
カウントダウンボードと同様である。

4.2　制作
令和元年10月から1カ月半かけて制作を行った。
グループに分けて各パーツを制作させることによ
り，それぞれが行う作業内容を明確にし，それに掛
かる工程までをわかりやすく見える化し，作業の効
率化をはかった。それにより，各パーツに責任を持
たせ，完成度を高めることを念頭に計画した。作業
は，木工機械，電動工具，手工具から塗装まで家具
製作における作業内容と同じである。（図6）
土台においては，県産材を使用するとともに，
2019年の林業体験において学生が間伐したスギの丸
太を使用している。また，ディスプレーは，電子情
報技術科に協力いただき，日数以外に写真や文字等
も表示できるカウントダウンボードが完成した。

図6　作業の様子

図5　平成26年度総合制作実習成果物

図4　デザインワークの様子

図7　除幕式の様子
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特に特徴的なのが輪である。2つ輪は20角形によ
り輪を表現しており，各部材はピン接合とお互いに
支え合うレシプロカル構造を取り入れた構造となっ
ている。建築を学ぶ学生ならではのデザインと当校
の技術力を見せることができた作品となった。

5.3　成果
2020年5月31日に開催される予定であったが，新型

コロナウイルス感染拡大に伴い，2021年5月30日に大
会が延期されることになった。会場での設営は2021年
に持ち越されたが，代わりに島根県立三瓶自然館サヒ
メルにおいて2020年11月30日，2度目となる200日イベ
ントでウエルカムボードの除幕式が行われた。（図11）
結果として，大会会場でしか見ることができな

かったウエルカムボードが長期間の展示により，多
くの方に見てもらえる機会ができた。

さまざまなアイデア案の中から「輪」をテーマ
としたアイデアを採用した。アイデアを考えた学生
は，カウントダウンボードでも「輪」をテーマとし
て提案した学生であり，統一性があり優れたデザイ
ンであることが決め手となった。（図8，9）
バックの山は会場となる三瓶山をモチーフにして
いる。また，県外からの参加者も多いことから島根
県をアピールするため，出雲大社のしめ縄や日本三
大瓦の一つである石州瓦，伝統芸能である石見神楽
に使用される天蓋もデザインに取り入れた。

5.2　制作
2020年4月から当校の独自カリキュラムである

「ものづくり実習」の授業課題として制作した。5月
末の開催に合わせるため2カ月間の工程を組み，カ
ウントダウンボードと同じく作業工程の見える化を
行い，効率的に作業を進めた。
多様な木工機械を活用し，精度を高めるため各加

工に合わせて治具の作成も行い，屋外での使用とな
るため塗装による木部の保護と風対策も行っている。

図8　ウエルカムボードデザイン案

図9　ウエルカムボードの図面

図11　除幕式の様子

図10　作業風景と制作した学生達
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て記念撮影も行い，当校のデザイン力と技術力が見
られる作品として健在である。（図13）

7．おわりに

1年で完了する予定であったが，2年以上に渡り取
り組み，後輩が引き継ぐことになった。大会参加者
は削減され，天皇陛下のご臨席も中止となりオンラ
インでのご臨席となってしまった。しかし，作品を
展示する期間が長くなり，見ていただく機会が増え
たことは，不幸中の幸いと思うことにする。
この作品を通じて，デザイン力と他の学校にはな

い技術力をアピールすることができた。制作を行っ
た学生が，当日の様子を見ることなく卒業をむかえ
たことは残念であったが，引き継いだ学生にとって
は良い刺激となった。
対外的に出す作品に責任を持って取り組むことは，

良いものを完成させる向上心を教えることにつながる
と実感した事例である。それが技術の向上にもつな
がり，職業訓練としても必要であると確信する。
最後に，新型コロナウイルス感染拡大により始

まったウッドショックが，島根県の目指す「伐っ
て，使って，植えて，育てる」循環型林業の後押し
となり，日本の林業が持続可能な産業として復権さ
れることを願っている。それにこの取り組みが，少
しでも貢献することができていれば幸いである。

＜参考文献＞
1）	 第3次産業活動指数（経済産業省）
		 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sanzi/index.html
2）	 第71回全国植樹祭しまね2021
		 https://www.syokujusai-shimane2020.jp/

6．大会当日からその後

2020年開催予定として，カウントダウンボードか
らウエルカムボードの制作まで携わった学生だが，
新型コロナウイルス感染拡大により大会が1年延期
となり，会場での展示を見ることなく卒業を迎える
ことになる。そこで，令和2年度入学生の1年後輩に
あたる学生が，作品を引き継ぐこととなった。
大会4日前の2021年5月26日，島根県立自然館サヒ
メルに展示していた作品をいったん解体し，そのま
ま大会会場へ運び入れ，展示場所に設置した。自分
たちの作品ではなかったが，先輩が制作した作品を
引き継ぎ，会場に設置し完成させた。（図12）
大会では，参加者が5分の1に制限されたが，多く
の方がウエルカムボードの前で記念写真を撮る姿を
見ることができた。その光景を携わった学生達が見
ることができなかったことは残念である。

大会後は，会場でウエルカムボードを見た島根県
江津市の関係者から声をかけていただき､ 6月から
10月までのおよそ4カ月間，江津市庁舎ロビーに展
示された。それにより，地元の方にも長期間見てい
ただく機会を得ることができた。
現在は，当校のロビーに展示しており，オープン
キャンパスや学校見学等で，ウエルカムボードとし

図12　大会当日の様子

図13　引き継いだ学生達（当校ロビー）
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所在地
　福岡県福岡市中央区高砂一丁目10番1号
設　立
　昭和29年5月
資本金
　1億5千万円
従業員
　2,148名（2021年6月現在）
売上高
　688億円（2020年度）
業　務

⃝各種プラントの設計，建設および保修工事ならび
に運転業務

⃝各種発電所の建設および保修工事ならびに運転業
務

⃝各種電気設備，制御，計測装置の設計，製作，据
え付けおよび修理工

⃝保温工事および塗装工事
⃝土木工事および建築工事
⃝運輸および荷役業務
⃝上記工事に付帯する機械工具，車両，仮設材の賃
貸業務

⃝上記工事に付帯する機械工具，付属材料の製造お
よび販売業務

⃝労働者派遣事業
⃝前各号に付帯関連する事業

1．はじめに

今回は，技能五輪全国大会への参加を通じて若年
技能者の育成に取り組まれている西日本プラント工
業株式会社（福岡県）の取組みについてご紹介いた
します。
会社全体で技能五輪参加を支援することにより，
技術・技能の向上を通じた人財育成や企業価値の向
上を目指す意欲的な取組みとなっています。

2．技能五輪全国大会とは

技能五輪全国大会は，国内の青年技能者（原則23
歳以下）を対象に，技能競技を通じ，青年技能者に
努力目標を与えるとともに，技能に身近に触れる機会
を提供するなど，広く国民一般に対して技能の重要性
および必要性をアピールし，技能尊重機運の醸成に資
することを目的として実施する大会であり，昭和38年か
ら毎年開催されています。幅広い職種を対象とする，
唯一の全国レベルの技能競技大会です。また，隔年
で開催される技能五輪国際大会〈唯一の世界レベルの
技能競技大会〉の選手選考を兼ねています。

3．�西日本プラント工業株式会社（福岡県）の
取組み

3.1　企業概要
【西日本プラント工業株式会社】

西日本プラント工業株式会社　技術部　柴田　伸久
福岡県職業能力開発協会　技能検定第1課　井上　朋晃

若年技能者の育成
（技能五輪全国大会への挑戦）



ものづくり人材の育成に向けた取り組み２－7－

3.2.2　取組み事例
（1）取組み経過と大会出場履歴

3.2　技能五輪全国大会への参加を通じた若年技
能者の育成

弊社は，技術・技能の継承とさらなるレベルアッ
プの新たな取組みとして2012年から技能五輪への参
加について検討を行い，2014年に開催された第52回
技能五輪全国大会にて「工場電気設備職種」で初出
場を果たして以来，本年度まで延べ9名を「工場電
気設備職種」にて全国大会へ選手を送り出していま
す。
また2015年からは新たに「構造物鉄工職種」にも
挑戦し，2016年の第54回技能五輪全国大会から現在
まで6年連続で選手を送り出しています。
参加して数年間は思うような結果が出せずにいま
したが，昨年開催されました第58回技能五輪全国大
会では，「工場電気設備職種」において平野篤選手
が念願でありました全国大会入賞を果たし，これま
でのさまざまな取組みが成果として現れるとともに
関係者の地道な努力が報われた結果を出すことがで
きました。
本年度も「工場電気設備職種」「構造物鉄工職種」
それぞれに1名ずつ選手を送り出し，金賞を目指し
て日々の訓練で技能に磨きをかけています。
以下に弊社の技能五輪への取組みの概要について
ご説明させていただきます。

3.2.1　大会に参加する目的
（1）人財育成
技能五輪に挑戦することによって，若年層にやる
気と目標を与え，最先端の技術・技能および知識を
習得するとともに，作業効率化に向けた改善提案な
ど自ら考える力を養いながら安全管理・品質管理意
識の向上を図っている。

（2）企業価値向上
技能五輪を通じて技術・技能の会社であることを
ＰＲするとともに，五輪選手の高度な技術・技能を
公開することで優秀な人財の確保を図る。
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境を整えました。
私は今回の大会で最後の挑戦になりますが，昨年

以上の作品精度に仕上げ，他の企業に負けないレベ
ルで戦えるように最後まで訓練に臨みます。
お世話になった方々に良い結果が報告できるよう

に頑張りますので，応援よろしくお願いします。

（2）構造物鉄工職種（福田　尚輝）
今年は初めての技能五輪全国大会に出場します。

今年の5月から訓練を始め，大会まで7カ月という短
い期間ですが，まずは時間内に完成させることを第
一に，寸法精度や出来栄えも意識して訓練に取り組
みました。

今回は，初めての大会ということで会場の雰囲気
を体感し，自分の実力を知るため日々の訓練の成果
を出し切ります。
新型コロナウイルスの影響で無観客開催となりま

すが来年の大会につなげるよう全力で挑みます。

（2）今後の課題と改善
〇これまでは20歳以下の社員を対象に参加募集をか
けて選手の選抜を行ってきたが，年々選手の選抜
が難しくなってきている。これからは新入社員か
ら選抜できる取組みを社内で確立するなどして，
まずは全社を挙げて継続的に取り組める体制づく
りに注力することを考えている。
〇技能五輪競技については回を重ねるごとに複雑
化・高度化が進んでおり，一企業での対応が難し
くなってきている。一昨年から参加企業連携によ
る技術交流（現地視察・オンライン見学・意見交
換など）を活用し，シナジー効果による技術向上
に取り組んでいる。
〇技能五輪挑戦後の選手については，習得した技
術・技能が活用できる部署への配属を行っている
が，今後は五輪選手の指導員としての活躍も期待
される。現業機関との調整や選手経験者本人の意
向などを考慮しながら，五輪経験者の指導による
全国大会上位入賞を目指した取組みについて検討
する。

3.3　選手の声（第59回技能五輪全国大会に向け
た意気込み）

（1）工場電気設備職種（平野　篤）
昨年の大会では悲願であった入賞を果たすことが
できました。しかし結果を得て自分にまだ足りてい
ない部分も明らかになりました。

今年は工具の見直しや作業スペースの改善など根
本から見直し，昨年以上に効率よく作業ができる環

写真1　練習風景（工場電気設備職種）

写真2　全国大会競技中（工場電気設備職種）

写真3　練習風景（構造物鉄工職種）
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4．おわりに

今回ご紹介した西日本プラント工業株式会社だけ
でなく，現在ものづくりの現場では，団塊世代の熟
練技能者の大量退職等に伴い，製造業，建設業等の
幅広い分野で技能の伝承が課題になっています。ま
た，少子高齢化も進み，本格的な人口減少社会を迎
える中，深刻化する人財不足により多くのものづく
り企業で若年者の就業者数が減少し，担い手の確保
が困難になっています。
こうした中，技能五輪に挑戦することで，出場を
目指す社員の技術・技能の向上だけでなく，個々の
意欲の向上を図ることができています。
特に入賞者が出たことで，社員全体にそれぞれ
が，それぞれの現場でさらに高みを目指そうという
士気の向上につながっています。
今後も，ものづくり分野での人財確保が難しいと
いう状況は続くものと思われますが，一人でも多く
の人財を確保していくには，企業が人財育成の継続
的な実施と改善に取り組みながら，社員とその意図
を共有していくことが重要だと感じます。
今後の人財育成等について，少しでもご参考にな
ればと思います。

写真4　全国大会競技中（構造物鉄工職種：前回挑戦者）
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技能習得の効率を上げることを試みている（6）,（7）。こ
れらの研究では，アルミパイプの丸のこ切断におけ
る作業者の力のかけ方をデジタル表現し，お手本
データと比較することで個々の作業者特性の “見え
る化” を試みている。本技法を活用することで技能
習得が促進できることは間違いないが，作業内容が
複雑になると効果が現れにくくなる。これは，複雑
な作業では，作業者の技能レベル以前に作業内容を
正しく認知しているかが作業の結果に大きな影響を
与えるためと考えられる，すなわち，身体動作をス
ムーズに行うには，作業内容や手順をあらかじめ脳
が認識している必要があり，技能習得の過程を “見
える化” するには，身体的動作と人の内面的な働き
を総合的に評価する必要があることを物語っている（8）。
一般に，知覚・神経系にかかわる動きは，作業の

熟練度合いや作業ミスと強く関係するとされ，脳血
流，脳波，心拍などの生理的指標の測定によって “見
える化” することが試みられている。なかでも心拍
は計測が容易で分かりやすい指標であることから，
身体動作との関連を調べた報告も多数ある（9）。本研
究では，近年急速な進歩を見せている「ウエアラブ
ルデバイス」を活用した瞬時心拍計測を技能習得に
生かすことを考えた。簡単な事務的作業およびボー
ル盤による穴加工を行ったときの瞬時心拍を測定
し，作業者が感じる作業の難易度と瞬時心拍変化の
関係について実験的に調べた。また，ウエアラブル
デバイスで測定された心拍変化をどのように処理加
工すれば，技能の習得速度を上げることにつながる
かについても検討した。ここでウエアラブルデバイ
スとは，特に身体の活動情報を活用する目的で開発

1．はじめに

モノづくり作業の技能を習得する方法として反復
練習が薦められているが，技能は無形物のため標準
化が難しく，習得に長い時間がかかるだけでなく，
習得前に挫折する人も少なくない。このため，技能
習得の過程を科学的に分析し “見える化” する試み
が続けられている（1）。
しかし，①技能のような身体知を数理モデルで表
現することが困難で，作業者の試行錯誤によっての
み習得が可能となること，②習得に個人差が強く影
響するため，最善の方法を一意的に決定できず，特
定の被験者による結果を直ちに一般化できないこ
と，③身体知の全体の体系化や，個別技能の客観的
かつ定量的な取り扱いができないため，継承利用が
難しいこと，という障壁があり，技能の定量的・客
観的表現は難題中の難題といえる（2）。
技能継承における個人差や個人内変動といった多
様性を含んだ形での作業のモデル化は最重要課題の
一つとなっている。これまで，個人差や個人内の変
動を考慮した作業のモデル化に関しては，経験の有
無による巧拙の違いを比較する研究（3），作業の繰り
返しと習熟に関する研究（4），習熟とともに疲労を考
慮した研究（5）等，多くの研究が行われ，技能を定量
的・客観的に表現する努力が続けられている。筆者
らは，道具や工具を使う手作業では，身体の動きは
道具や工具を正しく動作させる機械の役割を果たし
ていると仮定し，道具や工具の動作状態をデジタル
表現することで作業者の欠点やクセを見つけ出し，

山形大学　近藤　康雄

ウエアラブルデバイスを活用した
作業の難易度評価
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3．方法

3.1　実験体系
本研究の目的は，個々の作業者が感じている作業

の難易度を，PGPセンサーによる心拍計測結果から
読み取る方法を見い出すことにある。そのため，日
常会話，作業指示書の黙読およびボール盤による穴
加工といった内容が大きく異なる作業をいくつか用
意し，各作業者による作業難易度の自己評価と心拍
の変動の関連付けを試みた。次に，心拍変動の計測
結果をどのように活用すると技能の習得速度が高ま
るかについて定性的な検討を行った。一般に心拍の
変動は自律神経活動に反映する生体現象である心理
的な思い込みが生みだす効果（プラシーボ効果）の
影響を受けず，心身の健康状態の良しあしの測定指
標として広く利用されている。瞬時心拍は心身の健
康状態によって柔軟に変動するのが良いとされ，変
動が小さいと状態がよくない，すなわちストレスが
かかっている状態とされる（10）。

3.2　被験者
事務的作業を含め，ボール盤による穴加工を行う

被験者は20歳代の男子4名とした。これらの被験者
は，ボール盤による穴加工の経験はあるが，技能訓
練などは受けていない。

3.3　作業内容
本研究では，各被験者に次の流れで作業を行って

もらった。
A.　簡単な会話
B.　作業指示書を読み,実験の流れを理解する
C.　ボール盤の使用に慣れる目的で木材に穴加工を
行う

D.　アルミ板に３個の穴を続けてあける
E.　アルミ板の所定の位置に，バリ生成が起こらな
いように３個の穴を続けてあける

F.　各作業の難易度の自己評価（５段階評価）およ
び感想をヒアリング調査

A～Fの作業は，大きく３つのパートに分けるこ

された，いわゆる “フィットネス用リストバンド”
を指し，機種によって異なるが，心拍，血圧，呼吸
数などを1秒程度の間隔で測定できるものが多い。	

2．ウエアラブルデバイス

本研究では，Garmin社製vivosmart4をウエアラ
ブルデバイスとして用いた。本デバイスは，赤外光
を用いて血管内の血流変化（脈波）を計測し心拍タ
イミングを検出するセンサーで，瞬時心拍を1秒間
隔で測定できる。この方式は光電式容積脈波記録法
（photoplethysmography-PPG）と呼ばれ，皮膚上
であればどこからでも脈波を取得可能である。PPG
センサーで検出される心拍タイミングは，医療分野
で広く利用される心電図上のR波タイミングとは微
妙なずれを持ち，心電図と同じような高精度の心拍
変動（HRV）測定は保証できない（10）。他方，ウエ
アラブルデバイスは腕時計と同じ構造を持つことが
多く，胸部や頭部等に電極を装着する必要がないた
め侵襲性が小さく，作業者の意識や感覚をストレー
トに反映した心拍変化が得られることが期待でき	
る（11）。また，ウエアラブルデバイスは1～数万円程
度のものがほとんどで，かつ，特別な知識がなくと
もスマートフォンとの通信アプリを利用することで
簡単に計測結果をビジュアル化できることから，あ
らゆる現場で簡単に導入することができる。ウエア
ラブルデバイスによる心拍変化の計測データの例を
図1に示す。

図1　瞬時心拍の計測例
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い作業」と感じている。また，直観的な予測通り，
「アルミ板上のマークを施した位置に，出口バリの
発生が極力ないように，穴を3個連続して開けてく
ださい」と細かい指示を与えた作業は，作業者全員
が最も難しい作業であったと評価している。ボール
盤作業の肩慣らしに実施した木材への穴加工である
作業Cでは，難易度の評価結果に個人差がでる傾向
にあった。
図2は，作業AからFを通しての瞬時心拍の変化

を作業者ごとにまとめたものである。瞬時心拍変化
には明らかに個人差が見られる。一般に，心拍は緊
張度とかかわりが深く，緊張感が高まると大きくな
り，慣れた作業だと小さくなることが知られてい	
る（2）。単純に難しい作業を行うときには緊張度も高
まると仮定すると，作業がAからEへと進むにつれ
て瞬時心拍が大きくなる傾向が見えることになる。
しかし，各作業者の瞬時心拍変化は必ずしもこのよ
うにはなっておらず，A～Eの作業全体を通しても
瞬時心拍変化を単純に追うだけでは，作業者が作業
を難しく感じているのか易しいと感じているのかを
判別することは難しい。

4.2　作業難易度と瞬時心拍
図3は，作業A～Eにおける瞬時心拍の変化から各

作業中の平均心拍を求め，作業者別にまとめたもの
である。ここで平均心拍は，各作業者の安静時心拍
を1として規格化した値として表示している。
各作業の難易度の評価値にかかわらず平均心拍の

値はおおむね1.0を超えており，何らかの作業を行
うと安静時より上昇することが分かる。また，難易
度の評価値が2以上の作業では，難易度が高くなる
ほど平均心拍が高くなる傾向が見られ，難しいと感

とができる。AおよびBの作業は，作業者にCからE
の作業内容を正しく認知してもらうためのもので，
身体的動作を伴わないものである。CからEの作業
は，あらかじめ脳で認識した作業を具体的に実行し
てもらう身体的動作を伴う技能作業である。作業C
は，ボール盤の使用に慣れるために行うもので，加
工穴の品質は問題としていない。作業DおよびEは，
本実験におけるメインの作業で，汎用のボール盤に
よりΦ8の鉄鋼用ドリルを用いてアルミ板に3個の穴
をあける技能作業である。作業Dでは，漠然と「ア
ルミ板に穴を3個連続して開けてください」という
指示を与え，作業Eでは，「アルミ板上のマークを
施した位置に，出口バリの発生が極力ないように，
穴を3個連続して開けてください」という指示を与
えている。作業Ｆでは，作業者が感じた各作業の難
易度等についてヒアリングを行ったが，心拍変化の
評価の対象からは除外している。ＡからＥの作業は，
直観的には後の作業になるほど難易度が高く作業者
の緊張度は増す傾向にある。一連の作業における瞬
時心拍変化を，フィットネス用リストバンドで測定
し，各作業者による作業難易度の自己評価と心拍の
変動との関連付けを試みた。検討にあたっては，瞬
時心拍変化のパターン，各作業における平均心拍お
よび心拍の変動を表す指標として変動係数（＝標準
偏差/平均心拍）の利用を考え，これらが作業の種
類や作業の難易度とどのような相関があるかについ
て考究した。

3．結果および考察

3.1　作業難易度の自己評価と瞬時心拍変化
4人の被験者に対して全作業終了後にヒアリング
を行い，作業A～Eの難易度を自己評価してもらっ
た結果を表1に示す。評価は5段階で行い，数値が大
きいほど作業者が難しいと感じていることになる
が，あくまで個々の作業者の中での難易度の違いを
表したものにすぎず，難易度を客観的に表した数値
ではない。個人差はあるものの，作業A，Bの会話
および作業の流れの把握は「易しい作業」と感じ，
アルミ板への穴加工である作業DおよびEは「難し

表1　作業難易度の自己評価
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平均心拍より変動係数が優れ，複合作業や要約作業
では単純作業に比べて変動係数が大きくなるとして
いる。本研究において，難易度の評価値と変動係
数の間には明確な相関は見られないが，評価値が5
と「難しい」と感じる作業では変動係数のばらつき
はほとんどなく，変動係数自体も0.02程度と小さな
値となっている。また，評価値が4の作業でも同様
の傾向が見られる。評価値が4および5の作業は，い
ずれもアルミ板に穴をあけるという技能作業で，古
谷野らの事務作業の場合とは異なり，技能作業では
難易度が高いほど変動係数が小さくなる傾向にあっ
た。

じる作業では緊張度が高まることが分かる。他方，
難易度の評価値と平均心拍のバラツキの関係に着目
すると，評価値が1の「易しい」と感じる作業では
バラツキが非常に大きく，逆に評価値が5の「難し
い」と感じる作業ではバラツキが最も小さくなって
いる。
図4は，作業A～Fにおける作業難易度の評価値と
各作業における瞬時心拍の変動係数との関係を作業
者別にまとめたものである。変動係数とは，各作業
における瞬時心拍の分布から瞬時心拍の標準偏差を
求め，標準偏差/平均心拍，として定義される。
古谷野によると（9），簡単な事務作業においては，

単純な計算作業と計算と分類を並行して行う複合作
業が性質が異なる作業であることを見分けるには，

図2　全作業を通しての瞬時心拍変化

図3　作業内容と平均心拍の関係
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作業DとEでは違いが見られる。作業Dのプロット
は第2象限に集中し，作業Ｅのプロットはx軸（ｘ
＝0.0217）付近に分布している。図6は，難易度を5
とした作業における平均心拍および変動係数の平均
値である（平均心拍，変動係数）＝（1.07，0.0186）
を原点と考え，難易度の評価値ごとに平均心拍と変
動係数の関係を示したものである。作業者が感じて
いる難易度とプロット点の分布状態には興味深い関
係が認められる。難易度5の作業では，プロット点
はx軸上にありy軸に対称に分布している。難易度
が4となると変動係数であるy軸方向にバラツキは
じめ，難易度が3および2となるとy軸方向に加えて
x軸負の方向へのバラツキも大きくなる。難易度が
1となると，x軸，y軸の両方向に大きくばらついた
分布となっている。
このことは作業者が感じる作業の難易度は，瞬時

心拍の平均値と変動係数と何らかの相関があること
を示している。本ケースでは，作業者が最大の評価
値5をつけた作業における平均心拍および変動係数
の平均値を原点（基準）として設定すると，ある作
業における平均心拍と変動係数のバラツキ（分布）
が基準に対してどのような形をするかで推定できる
ことを示し，うまくいけば，多変量空間における距
離尺度の一つであるマララノビスの距離（12）と同様
の考えが適用できることを示唆している。
作業の難易度が変化すると，作業中の平均心拍と

変動係数の平均値の分布が変化することを利用する
と，訓練によって技能の習得が進んでいるかどうか
を見える化できる可能性がある。同じ作業でも，訓
練を繰り返すことで「難しく感じる」から「簡単と
感じる」に変化することは自然な流れで，この変化
は，繰り返し作業における平均心拍および変動係数
の平均値の分布状態を追跡することでモニターで
き，結果として作業者の技能習得のレベルが推し測
れることになる。
加えて，平均心拍と変動係数の平均値の関係は，

瞬時心拍の変化のパターンとも関係が深い。図7は，
難易度の評価値が4または5と難しい感じる作業中の瞬
時心拍変化に見られる典型的な2つのパターンを示す。
パターンⅠは，作業開始時に瞬時心拍が大きく上昇し，

4.4　技能習得への瞬時心拍計測の活用法の検討
図5は，作業A～Ｅにおける平均心拍と変動係数
の関係を作業ごとに分けて示したものである。図に
は，すべての作業者が最大の評価値をつけた作業Ｅ
における平均心拍および変動係数の平均値を破線で
示している。破線の交点である（平均心拍，変動係
数）＝（1.07，0.0217）を原点と考え，プロット点
の原点からの分布状態を見ると，作業A～Cの難易
度が低いと評価した作業間ではバラツキの状態に大
きな違いは見られないが，難易度が高いと評価した

図4　作業内容と変動係数の関係
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拍を示すが，次第に減少していくと言われ（13），難易度
が4と5の作業の間で変動係数のバラツキに差が生じた
のは，作業の慣れによる瞬時心拍の変化が原因と考え
られる。作業中の平均心拍と変動係数の分布に加え
て，一回一回の作業における瞬時心拍の変化のパター
ンも併せて評価の指標とすると，作業者の技能レベル
の変化をより正確に評価でき，これらの技法を援用す
ることで，技能習得の速度を高める訓練プログラムの
設計等に役立てることができる。

作業が進むにつれて心拍が徐々に減少していくもの
で，パターンⅡは作業中瞬時心拍の上昇が継続するパ
ターンで，評価値が高いほどパターンⅡを示す傾向に
ある。両者のパターンの違いは，作業の慣れに起因す
ると言える。心拍は，作業の負担度を評価する方法と
して古くから利用され，定性的には作業の難易度とほ
ぼ比例して変化する。また，作業の困難度が高い場
合には作業中高い心拍を維持し変動が小さいのに対
し，作業に慣れてくると，作業の初期段階では高い心

図5　作業内容と平均心拍－変動係数の分布

図6　作業の難易度と平均心拍－変動係数の分布
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5．まとめ

近年急速な進歩を見せている「ウエアラブルデ
バイス」を活用した瞬時心拍計測を技能習得に生か
すことを考え，作業者が感じる作業の難易度と瞬時
心拍変化の関係について実験的に調べた。ウエアラ
ブルデバイスによる瞬時心拍計測においても，従来
法と同様に，拍数は作業の難易度とほぼ比例的に対
応して変化し，作業の困難度が高い場合には作業中
高い心拍を維持し続け，慣れた作業のように困難度
が低い場合には作業の初期段階で高い心拍を示した
後急激に減少していく傾向が見られた。一方，簡単
な会話や作業指示書の黙読など作業者にとって精神
的な負担が小さい作業では瞬時心拍変化に個人差が
強く現れ，このような作業における難易度を瞬時心
拍から評価することは困難であった。穴加工におい
て作業者が感じている難易度は，作業者が最も難し
いと評価した作業における平均心拍および変動係数
の平均値を原点としたときに，ある作業における平
均心拍と変動係数の関係が原点に対してどのように
分布するかを分析することで指標化できる可能性が
ある。このような指標と作業中の瞬時心拍変化のパ
ターンを組み合わせると，ウエアラブルデバイスに
よって作業の難易度に加えて作業者の慣れ（内面の
変化）をも反映した評価が期待でき，技能習得の速
度を高めるための訓練プログラム等の設計に役立つ
ものと考えられる。

図7　作業中の瞬時心拍の変動パターン
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2．モノ言わずモノ作る人モノ喋る人

その北九州マイスターの優れた技能技術を伝承す
べく始まったのが「北九州匠塾」。わがポリテクセ
ンター八幡（現；福岡）も全面協力，と，いうより，
全力協力。機械加工，溶接などのコースが開かれた。
こんな機会はめったにはない。皆，意気軒高，より
良いものにしようと，張り切った。

現代の名工の話を聞こうと，県内の企業から腕利
きの熟練工が集まった。開講式にはテレビ放送局や
新聞社もやってきた。われわれも身が引き締まる思
い。私は生野先生の旋盤コースの担当として補佐を
させていただいた。生野先生の授業は驚きの連続。
先生の卓越した神業的な技能，滑らかなハンドルさ
ばきに思わず鳥肌が立った。しかし，最も驚いたの
は，教え方伝え方が本当に素晴らしかったこと。周
到な準備と仕込みもすごい。発想力，想像力，長年，
職業訓練に携わったわれわれも驚かざるを得なかっ
た。
実は熟練した職人の方が講師を務めるセミナー

はなかなかうまくいかないことが結構ある。熟練さ

1．黄色い勲章

120年を超える産業の歴史を誇る北九州市。今も
なお，北九州エリアから世界的なオンリーワン技術
を出し続けている。市の誇りをかけて，特に技能技
術に抜きんでた現代の名工を顕彰する「北九州マイ
スター制度」は2001年に始まった。記念すべき第一
回，各分野から名工の六名の方々が選ばれたが，機
械加工のマイスターとしてその一人に選ばれたの
が，当時TOTOに勤めていらっしゃった生野保幸先
生だった。精密機械加工に精通した卓越した技術者
として顕彰されたのである。

生野先生は無類のラーメン好き。私もよく北九州
のラーメン屋巡りに同行させていただきながら，い
ろいろな話に花を咲かせた。あるとき，「天皇陛下
から黄色の勲章をもらっちゃったよ」と。驚きのあ
まり「どこで？」と意味の分からないことを聞いて
しまった。「皇居よ」と生野先生。そりゃそうだ。
生野先生，黄色の勲章，つまり黄綬褒章を叙勲され
ていたという。まったく恐れ入り奉った。

福岡職業能力開発促進センター　和田　正博

北九州マイスター生野保幸先生を偲ぶ
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具も切削の基本概念を覆すような柔軟な発想。そし
て見事な出だしの『つかみ』。感服してしまった。

4．スポンジの発想力

次の日には，「みなさん，難削材を削っています
か」と生野先生が聞く。受講生は「マルテン系のス
テンレスを削っています」「耐熱鋼のハステロイに
てこずっています」「純銅がややこしくって」すると，
突然先生が手品のように食器洗い用のスポンジをポ
ンッとだす。「え」皆さんあっけにとられる。「スポ
ンジを削ったことはありますか」あるわけがない。
「このスポンジを精度良く加工しようとなると，こ
れが難削材になるんですよ」「いやいや，先生，ス
ポンジが削れるんですか？」「では」，といいながら，
これまた自作の刃物を機械に取り付け，薄い切子を
出しながら削ってしまった。「難削材というと皆さ
ん堅いイメージをお持ちでしょうが，こんな柔らか
いスポンジも難削材といえる。皆さんの発想もスポ
ンジのように柔らかく。どうですか？面白いでしょ
う」はいはい，面白いです。こんな調子のセミナー
は爆笑の連続。もう生野先生，受講生の心を「わし
づかみ」。受講生どころかわれわれ補佐の指導員の
心も「わしづかみ」。福岡県内から集まってきた腕
に覚えのある熟練工の皆さんの目が，あたかも好奇
心おおせいな少年時代の目の輝きを放っていた。
あれから二十年。たった数日のセミナーだったが，

受講生やわれわれ指導員の胸の深いところに，生野
先生が下さった宝物が宿ったと思う。当時の受講生
の方々がその後，県内各地で多くの道を切り開いて
いかれ活躍されている。そして，その一人一人が後
継の技能技術者を陸続と育てていることを実感した
のは，ごく最近だ。人材育成の清流は連綿と受け継
がれている。

5．啐啄同時（そったくどうじ）

ポリテクの実習場でうちの指導員が受講生に旋盤
を教えていた時のこと。実習場の隅の旋盤で生野先
生が匠塾の授業の準備をされていた。授業をしてい

れた技のレベルが高すぎる上に，人前でお話をする
ことが苦手な方も多く，うまく伝えられないことが
多々。
中には受講生とトラブルになり，「来年からは結
構ですから」と途中でリタイアされたマイスターも
いたくらい。「参りましたね。その点生野先生は素
晴らしい」先生に愚痴とゴマすりを並列に言うと，
「いままで，黙々とモノ言わずモノ造る人が，モノ
喋る人になれという。そりゃ大変よ」とは，シャレ
た言葉の生野先生。
われわれ職業訓練指導員は，その間を取り持つと
いうか，翻訳家としての役割を担い，補佐をするの
が使命なのだが，こと生野先生に関しては，全くそ
んな心配がいらないどころか，指導技法に関してわ
れわれが学ぶところが多かった。とにかく面白いの
である。

3．たまご

「皆さんは旋盤で何を削っていますか」との問い
に受講者の方は「鋼材です」「ステンレスが多いです」
「樹脂を主に削っています」などと答える。すると
先生は「卵を削っている方は」当然，みんな「え」と，
目を丸くして場の空気が一瞬止まる。卵を旋盤で削
るなんて話は聞いたことあるわけがない。

すると先生，「では卵を削って見せましょう」一同
再び「え」すると生野先生，いきなり私を指さし「でも，
この旋盤で卵を削ると和田先生に旋盤を汚すと怒ら
れてしまいますからね，今日はその代わりにピンポ
ン玉を削りましょう」そして，工具箱から卵を旋盤
に取り付ける自作の治具と，自作の刃物を取り出し，
旋盤で卓球の球を本当に削ってしまった。刃物も治
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自己解決能力を失っている例だ。手取り足取り教え
てくれる，やさしい先生がいる訓練中はいい。就職
後，戦場のような現場に入って，ぼーっと自分がわ
からないことを察知する人が現れるのを待ったりす
る新入社員になってしまわないだろうか，心配な受
講生がいる。実際，せっかく就職できたのに，さま
ざまな課題を自己解決できず，離職する受講生は多
い。これはわれわれ指導員が反省すべきだと考えて
いる。困り顔をしていても，自ら質問できるまで待
つ，『質問力』も受講生が自ら道を切り開く力の一
つになる。苦しみながらも答えを自ら出すまで待つ。
忍耐力が指導員にも必要。
生野先生は受講生が自ら答えをつかもうとする原

動力をいかに引き出すかを常に苦心しておられた。
工夫に工夫を重ねていた。その原動力のカギが好奇
心，探求心。壁の向こう側に何があるかを見てみた
い。という受講生の内在された心を先生は上手に引
き出しておられた。まさに啐啄同時（そったくどう
じ）である。

6．九仞の功を一簣に虧く�
　（きゅうじんのこうをいっきにかく）

生野先生は，TOTO退職後，付加価値研究所を立
ち上げられ，沖縄など，日本各地で後世の指導に力
を注いでおられたが，令和元年11月6日，肺炎でこ
の世を去られてしまった。あまりにも急な死だった。
もう一度先生とお仕事を一緒にしたかった。
せめてもの救いは，「左甚五郎（ひだりじんごろ

う）」の最初の草稿を，亡くなる半年前に先生に届
けることができたこと。「左甚五郎」とは私が職業
訓練大学の機械科の学生だったころ，恩師の海野邦
昭先生に教えてもらったお話で，江戸時代の大工の
名人のお話。左甚五郎が生野先生に像が重なるとこ
ろが多々。私が書いた拙筆である。真っ先に先生に
読んでいただきたかった。
私が単身赴任先の大分から福岡に帰ってこられ

たご報告と共に，草稿をメールに添付して送付した
のは2019年の4月23日。1時間もしないうちに返信の
メールをいただいた。「ご帰還おめでとうございま

た指導員は勉強熱心で優秀な人。いろいろな情報を
加えながら，作業の手順を受講生に説明していたの
だが，生野先生がため息をつきながら「教えすぎよ。
しゃべり過ぎ。あれじゃ生徒さんが消化不良を起こ
してしまうよ。」とソケットレンチを回しながらこ
ぼされた。みると喰いつくようにうなずく人もかな
りいるが目が泳いでいる人がかなりいる。一部の受
講生が消化不良を起こしているのを生野先生のセン
サーが反応していたのだ。

先生は人材育成についていくつか言葉を残され
ている。「答えを持つ側，すなわち教える側が，答
えを持たない人，すなわち教わる側に，答えを分け
与えるような教育では，受け身のままで，自主独立
の精神が育たない。答えは教わる人の中にすでに内
在している。答えを自ら生み出すとその人の身につ
く。それをいかにサポートするかが大事だ。啐啄同
時（そったくどうじ）だ」
これは耳の痛い話。わがポリテクセンターの指導
員は非常によく勉強し，知識も豊富な方が多い。そ
れはわれわれの誇りでもあるが，ともすれば，それ
があだになって，受講生が消化不良の原因になるこ
とがある。うちの指導員はとても親切。中にはわか
らなくても質問もしない受講生がいて，われわれ
は，手元が止まっていたり，顔色で行き詰まってい
たりを察知し，声をかけて，手取り足取り教える。
もちろんそれに対し，多数の毎回感謝の声をいただ
いている。が，中にはそれでも教え方が悪いからわ
らなかった，あるいは，あの人に教えていたのに，
私には教えてくれなかったと文句を言う人も出てく
る。受講生が与えられることに慣れきってしまい，



技能と技術　4/2021 －20－

思っている。
令和三年十一月六日，生野先生の三回忌に

和田正博

8．生野保幸先生略歴�

1950年，北九州に生まれる。
1965年，東洋陶器（現TOTO）に入社。
銅合金の鏡面切削加工，光通信事業のコスト改善
や新素材の加工技術開発業務に携わる。
この間，技術考案賞はじめ数度の社長賞受賞

2000年，福岡県版『現代の名工』に。
2001年，第1回　北九州マイスター認定。
2002年，福岡県優秀技能者県知事表彰
2003年，厚生労働省『現代の名工』受賞
2004年，文部科学大臣表彰。
2005年，平成17年度『黄綬褒章』叙勲
2010年，付加価値創生研究所，創設
2019年11月6日，死去。享年69歳。

9．生野先生の遺作

【先生の遺作の作品；真鍮の三重のサイコロ】

生野先生は真鍮加工の神様。中の立方体は八つの
隅を最小0.03mm程度で支えている。素材に切削力
の負担をほとんどかけずに削り出しているのだ。さ
らには制作後10年以上たっているのに表面が変色し
ていない。この表面性状ばかりはどうしてもまねが
できない。先生は，手研ぎのバイトで真綿のような

す。和田先生が言われるように郷に入れば郷に従え
が正解ですね。ジワッとじっくり仕事をすれば実習
生はついてくると思います。≪甚五郎≫の創作文　
一簣に読ませていただきました。面白かったです。
折を見て　（ラーメン）工房龍に行きましょう」と。
「九仞の功を一簣に虧く（きゅうじんのこうをいっ
きにかく）」の「一箕」という文字を使われたとこ
ろに先生の深い思いが込められたのだと，気が付い
たのはうかつにも先生の死後。すでに，この頃はお
身体が悪かったのではないだろうか。なのに，いろ
いろ私のことを心配してくださっていた生野先生。
私にとっては一回り年上の優しい兄だった。最後に
なった，この暖かいメールは私の一生の宝だ。

7．冥土へのメール

奥さまから訃報の手紙が入ったのは，2020年の正
月が明けたころ。茫

ぼう

然
ぜん

自失，ただただ言葉を失った。
もっと先生に教わるべきだった。もっと先生ととも
に行動するべきだった。もっと早く先生の所に行く
べきだった。しかし，取り返しのつかない後悔にな
す術
すべ

はない。冥土の先生にメールは届くのだろうか，
以下のメールを生野先生に送った。
「生野先生，昨日，先生の訃報が届きました。生
前の約束が果たせず，残念至極。せめてもう一度お
会いしたかったです。お体も悪く，きつかったので
しょうね…
先生の教えてくださったこと，もう一度おさらい
して身につけ，これからも頑張ります。先生が残し
てくださった工具，私のほうで管理させていただこ
うとおもいます。
お墓のほうには後日お伺いいたします。ラーメン
工房龍にも先生をしのんで行こうと思います。せめ
てもの救いは左甚五郎の冊子を先生に送ることがで
きたことです。先生は現代の左甚五郎でした。
生前のご厚情に心より御礼申し上げます。ありが
とうございました。取り急ぎ御礼まで。」
私にも，もうすぐ還暦が来る。わが身を振り返
ると恥ずかしいくらい先生の足元にも及ばない。引
き続き精進を重ね，私も道を切り開いていきたいと
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生野先生は切削加工での鏡面加工を得意とされて
いた。切削だけで恐ろしいほどの透明感を蓄えた未
完のアクリル棒。先生はこのアクリルを使って何を
作ろうとされたのだろうか。

〈脚注〉
【啐啄同時；そったくどうじ】
　学ぶ者と指導者の呼吸がぴったり合うこと。
　「啐」は，雛がかえろうとするとき，殻の中で泣く声のこと。「啄」
は，親鳥が卵の殻を外からつついて，雛が出てくるのを助けるこ
と。弟子が悟りを開くまであと一歩というとき，師匠がすかさず
指導して悟りを得られるようにすることをいう。

【九仞の功を一簣に虧く】
　山を為つくるに九仞なるも，功を一簣に虧く（九仞の盛り土を
造るときに，最後のもっこ一杯分を残してやめてしまっては，造
り上げたという功績は得られない）」とある。「九仞」とは，当時
の尺度で，約18メートル。「簣」は，土などを運ぶための道具。もっ
このことです。

【事務局からのおしらせ】
文中に出てくる「左甚五郎（ひだりじんごろう）」

のお話を次号よりシリーズ掲載いたします。

流れ型の薄い切り子を出しながらこれを削っておら
れた。生野先生の長年の技能技術の開発の歴史の一
端を伺うことができる作品である。

【先生の遺作の作品；瓢箪から駒】

生野先生は，それを見る受講生たちが機械加工に
興味を持つようにシャレの効いた作品をたくさん作
られた。ひょうたんの中に10mm程度のかわいらし
いひょうたんがコロコロ入っている。

【先生の未完の遺作；アクリル角棒】
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第31回 令和3年度
職業能力開発論文コンクール入賞結果

　職業能力開発論文コンクールに多数のご応募をいただき、誠にありがとうございました。
　応募論文49点の中から、厳正な審査の結果、6論文が厚生労働大臣賞をはじめ特別賞(独立行政法人高齢・
障害・求職者雇用支援機構理事長賞、中央職業能力開発協会会長賞)に選出されました。

厚生労働大臣賞（特選）　１点

厚生労働大臣賞（入選）　１点

特別賞（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞）　３点

教材名 氏名 所属

電気設備技術科における施設
内デュアル訓練の導入とその
効果
～電気工事業の仕事の魅力を
全面に出した訓練生募集・就
職率向上の取組～

廣川　雅也
篠　　元太

福井職業能力開発促進センター
　　〃

教材名 氏名 所属

木造住宅の耐震性を学ぶ構造
実験実習およびその教材作成
とその訓練効果の検証

鶴田　　暁 四国職業能力開発大学校

教材名 氏名 所属

高度職業訓練における総合制
作実習「電気自動車の製作」
の取り組みを通じた職業能力
開発の実践

外村　文男 近畿職業能力開発大学校附属
滋賀職業能力開発短期大学校

技能検定機械加工１級取得者
の技能向上に対する支援

黒木　　猛
小島　勝己
柴崎　悠太
寺本　祐子
楠元　智久
斉藤　哲也
八崎　　透

九州職業能力開発大学校
晃大商事株式会社
　　〃
九州職業能力開発大学校
　　〃
　　〃
　　〃
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職業能力開発における指導技
法普及の意義と有用性 上西　能弘 国立吉備高原職業リハビリテーショ

ンセンター

特別賞（中央職業能力開発協会会長賞）　１点

教材名 氏名 所属

地域ニーズによるレーザ加工
技術向上の取り組み 小田　浩司 中国職業能力開発大学校附属

島根職業能力開発短期大学校

（敬称略　順不同）
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表紙デザイン選考会　選考結果
「技能と技術」誌表紙デザインの募集に、全国から121点の応募をいただきました。毎年多数

のご応募ありがとうございます。専門識者による厳正な審査の結果、以下の7点を入選作品とい
たしました。

最優秀賞に選ばれた大中結以さんの作品は、2022年に発行されるVol.57の表紙を飾ります。
また、令和４年度職業訓練教材コンクールのポスターデザインに採用されます。

優秀賞に選ばれた大石根公哉さんと金城陸弥さんの作品は、2022年に発行されるVol.57の
裏表紙を飾ります。

■ 最優秀賞　　大　中　結　以（大阪障害者職業能力開発校）

【コンセプト】
テーマ：技能と技術のシナジー効果
　時代がどんなに巡っても先人たちの技能は人から人へ伝承されてきました、
その様子をキューブで表しています。
そして、キューブを吸収している球体は技術です。
現代では当たり前のように身近にあるモノは、様々な技能が集約され技術へと
変化したものではないかと私は感じました。
　技能と技術は違う意味を持っていますが、中をのぞいてみれば表裏一体であり、
互いを輝かせる存在。
その２つがシナジーを起こし発展している瞬間を表現しました。
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■ 優秀賞

■ 佳作（4名）

■ 優秀賞
大石根　公　哉（沖縄県立具志川職業能力開発校）

菅　原　芙丹葉（北海道立旭川高等技術専門学院）

金　城　陸　弥（沖縄県立具志川職業能力開発校）

藤　原　桃　香（北海道立札幌高等技術専門学院）

【最優秀賞作品に対する選考員のコメント】
・球体と直線の組み合わせや、放射状の表現が多い中、これまでの表現と異なる表

現であり、明解に目に飛び込んでくる。様々な要素の大小や色彩の濃淡など、統一
性と変化率のバランスが良く、技能と技術のテーマにも適している作品と感じる。

・全体の各パターンの大きさのメリハリやバランスが非常によく仕上がっている。
また配置が非常に上手く、心地よい印象を強く感じる。それと同時に細い線やグ
ラデーションが上手く効いた作品に感じられる。

・アニメーションのような柔らかい線とそれに沿ったグラデーションの表現がすご
く上手く全体的なバランスがよい。色々なものが兼ね備えられた印象である。
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（敬 称 略）

與那覇　寿　美（沖縄県立具志川職業能力開発校） 仲　座　寛　世（沖縄県立具志川職業能力開発校）
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令和4年「技能と技術」誌　特集テーマについて
　「技能と技術」誌編集委員会において、令和4年の特集テーマを決定しました。
本誌への投稿をお待ちしております。

特集テーマ

2022年第1号（通巻第307号）　提出期限：令和4年1月14日（金）まで	 令和4年3月掲載

【ポストコロナにおける人材育成】
内容：コロナ禍における職業能力開発の取り組みから、ポストコロナにおける人材育

成に向けての実践事例（コロナ禍を鑑みた人材育成プログラムの作成、オンラ
イン訓練に対する教材開発、コロナ感染防止対策等）の紹介。

2022年第2号（通巻第308号）　提出期限：令和4年4月15日（金）まで	 令和4年6月掲載

【多様な支援事業の取り組み】
内容：	求職者及び学生に対する就職支援、特別な配慮が必要な受講生に対する支援事

業、企業との共同開発等の取り組みを紹介。

2022年第3号（通巻第309号）　提出期限：令和4年7月15日（金）まで	 令和4年9月掲載

【障がい者の職業能力開発への取り組み】
内容：障がい者に対する職業能力開発における創意工夫及び就職支援、企業における

障害者雇用と人材育成等の取り組みを紹介。

2022年第4号（通巻第310号）　提出期限：令和4年10月14日（金）まで	 令和4年12月掲載

【ものづくり分野における安全対策】
内容：休業災害０を目指した安全対策への創意工夫およびリスクアセスメントの取り

組み、ロボットについての訓練も含めものづくり分野の安全の種類が増加して
いる中で、新しい変化への安全対策についての取り組みを紹介。

問い合わせ先

「技能と技術」誌編集事務局
職業能力開発総合大学校 基盤整備センター 企画調整部企画調整課

〒187-0035 東京都小平市小川西町2-32-1
TEL：042-348-5075　FAX：042-348-5098　E-mail：fukyu@uitec.ac.jp
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原稿募集のお知らせ
　「技能と技術」誌では職業訓練やものづくりにかかわる以下のような幅広いテーマで原稿
を募集しています。執筆に関してのご相談はfukyu@uitec.ac.jpまでお寄せください。また、
記事に関するご意見やご感想もお待ちしております。

実践報告

技術情報

技術解説

教材開発・教材情報

海外情報・海外技術協力

企業の訓練

ずいそう・雑感・声・短信・体験記

実験ノート・研究ノート

伝統工芸

調査報告・研究報告

各訓練施設における各種訓練コース開発、カリキュラム開発、訓練方法、指導法、評価
法等の実践の報告

技術的に新しい内容で訓練の実施に有用な情報

各種訓練の応用に活かすための基礎的な技術を解説

各訓練コースで使用される教材開発の報告、教材に関する情報

諸外国の一般情報、海外訓練施設での訓練実践、教材等の情報

企業の教育訓練理念、体系、訓練内容、教材、訓練実践を紹介

紀行文、所感、随筆、施設状況等各種

各種の試験・実験・研究等で訓練に有用な報告、研究資料

伝統工芸を伝承するための技能や人物を紹介

社会情勢や動向を調査・研究し、能力開発業務に関わる部分の考察をした報告



編 集 後 記

　今号の特集は，「ものづくり人材の育成に向けた取り組み」でした。
　今回は，地域連携を通じて人材育成への取り組みやコロナ禍での
試行錯誤，また【人財】確保を行うための企業の取り組みを通じ，
皆様の制作課題のテーマ設定や各種競技大会への取り組みへの参考
にしていただければ幸いです。
　次号の特集は「ポストコロナにおける人材育成」を予定しており
ます。コロナ禍における職業能力開発の取り組みから，ポストコロ
ナにおけるオンライン訓練に対する教材開発や人材育成プログラム
の作成から実践結果の特集となりますので，ぜひご覧ください。
　また，今回掲載の【ずいそう】「北九州マイスター生野保幸先生
を偲ぶ」の文中に書かれている「左甚五郎」を次号よりシリーズで
掲載させていただきますので，ご期待ください。

【編集　井王】
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